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地域福祉と在宅福祉の融合
地域共生社会づくりの強化

人つながりと地域づくりの強化

各地域福祉会議を中心に、ゴミ出しや買い物支援などのボランティア活動を支援
福祉・介護の出前講座を32回開講し432名の地域住民が受講
地域ケア会議を通して認知症ワーキング会議を発足し、認知症ケア対策を推進
日本赤十字社に納めていただいた会費3,869,030円は、全額広島県支部を通じて、災害救護をはじめ
とする各種活動資金として活用
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令和4年度 資金収支決算報告

支出
合計

494,182,768
円

収入

494,182,768
円

合計

●

●

●

●（単位：円）

介護保険事業の安定経営

コロナ禍、事業所の休止や一時閉鎖をすることなく、利用者の暮らしや大切な命を支えるため、利用施
設等の衛生管理や利用者・職員の体調管理に配慮して事業を継続
新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症や自然災害が発生しても、介護サービスを継続的に
提供できるよう、事業継続計画（BCP）を策定

●

●

他団体との連携

民生委員・児童委員、警察署や医療機関等との連携により、高齢者等が安心して暮らせる支援を実施
福祉・介護人材確保等総合支援協議会を中心に、介護職員初任者研修（合格10名のうち新たに介護
職に就職2名）、高齢者福祉施設の見学や車椅子の体験、ケアサポーターの講義を受講する「介護助手
育成研修」を実施（受講9名のうち求職登録7名）

●

●

福祉の開拓者として
社協組織と財政基盤の強化

組織経営の強化

社協事業の適正な運営と組織経営の強化のた
め、理事会や地域福祉会議議長会で地域の困
りごとなどの支援策を決定
指定管理委託を受けた4施設について、多様化
する住民ニーズに対応する地域の福祉拠点と
して運営
ふれあいセンターいきいきの里は、市から無償
譲渡を受け、令和5年4月1日から地域福祉の
増進及びコミュニティ振興の地域拠点として
自主運営
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●

●

財源確保の強化

社協会員台帳の作成や広報活動を通じて、会
員の増加に努めた
地域福祉事業の財源となる共同募金につい
て、商工会の協力のもと、企業や商店に募金箱
の設置を依頼し、募金活動を実施

●

●

情報化の推進

各行事やお知らせ等を随時ホームページに掲
載し、社協の見える化を推進

●

法令遵守等体制の整備

新型コロナウイルス感染症対策として、感染症
マニュアルに基づいた対策を実施
定期的に衛生委員会を開催し、産業医の指導
を仰ぎながら感染症対策を実施して社協内の
感染症対策を徹底
職員が働きやすい環境を整備して、事業の円
滑な推進を側面からバックアップ

●

●

●

令和4年度の取り組み

令和４年度

事業報告
第2次中期経営計画(地域福祉活動計画)の4年目にあたる令和
4年度は、「地域福祉と在宅福祉の融合」、「福祉の開拓者として」の
2つを基本方針の柱に掲げ、事業を推進しました。地域共生社会の
実現に向けた取り組みとしては、「地域福祉会議」を市内全域に設
置し、住民主体による地域課題の解決を推進しました。

基 本 理 念

ともに支えあい
心豊かに

その他の収入
1,236,157

その他の活動
による収入
1,768,320

前期末支払資金残高
132,511,233

会費収入
4,298,550

経常経費補助金収入
63,025,276

寄付金収入
7,479,684

受託金収入
78,660,507

事業収入
6,096,641

負担金収入
60,000

介護保険事業収入
190,320,664

障がい福祉サービス等
事業収入
8,725,736

法人運営事業
78,265,530

地域福祉事業
41,877,058

貸付事業
478,550

当期末支払
資金残高
138,949,384

本所事業所
（介護保険）
24,180,808

施設管理事業
14,361,400

地域包括
支援事業
60,865,788

甲田事業所
（介護保険）
110,955,741

吉田事業所
（介護保険）
24,248,509

公益事業
75,227,188

社会福祉事業
280,006,196

社協だより 2
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対象団体

その他の
メニュー

●認知症　●こころの健康　●健康づくり　●転倒予防　●ボランティア活動　●高齢者の生き方

●権利擁護　●介護の豆知識　●福祉・介護制度　●終活を考える　●災害（予測・支援）　●ふれあいサロン

福祉や介護に関心を持って頂くきっかけづくりや、地域での福祉活動に役立てていただ
くための「出前講座」を開催しています。こころや身体の健康づくり、福祉・介護制度のこと、
災害時の備えなど、さまざまな内容の講座をご用意していますので、ぜひご活用ください。

市内の集会所などで開催されている集会の
利用者（5名以上）　※非営利に限る

ご利用可能日時
月～金（祝日除く）
9時～17時（2時間以内）

開催場所
申し込みされた方が用意してください。

利用料金
無料
※会場使用料は申込者で負担してください。
※外部講師派遣料が必要となる場合があります。

薬と健康の管理
薬剤師が正しい薬の飲み方や、
管理方法を解説。薬についての
正しい知識が身に付きます。

福祉体験
車椅子や装具を着用した疑似
体験で高齢者などの気持ちを
体感。介助への関わり方を考え
ることができます。

レクリエーション
脳の活性化や寝たきり予防にな
るレクリエーション講座。楽しみ
ながら健康を考えましょう。

福祉や介護の
ことが知りたい

［お問い合わせ・申し込み］社会福祉協議会　地域福祉課　電話・お太助フォン 47-1131

例えばこんな講座が受けられます

ご利用に関して

をご活用ください“出前講座”“出前講座”

地域福祉課へ連絡

「希望日時」「メニュー内容」「団体名（集会の名
称）」「代表者名と連絡先」をお伝えください。

調整の上、折り返し連絡いたします。

指定の申込書を提出
（開催希望日の1か月前まで）

申し込み方法

福祉・介護に携わる人材の確保・育成・定着を目的とした取り組みの一環として、
9月7日から「介護職員初任者研修」を実施します。講義や実技、現場実習など全14
回の研修を終えることで、介護の基礎的な知識やスキルを身に付けます。

受講者を募集しています

ベッドメイキング講習の様子ベッドメイキング講習の様子

［お問い合わせ］ 社会福祉協議会　地域福祉課　電話 47-1131

介 護 職 員
初任者研修

講座日程

定員 受講料

補講料

申込先

受付時間

申し込み方法

対象者

9月7日（木）開講 年内修了予定

14日間の実技スクーリング（毎週木曜日）

15名（先着順） テキスト代・消費税込み 10,000円

1回につき 16,500円（税込）
※欠席された場合、補講が必要となります。受講場所は福祉キャリアセンターです。

7/24（月）8:30～　定員になりしだい締切

安芸高田市社会福祉協議会(安芸高田市吉田町常友1564-2）
地域福祉課　電話 47-1131

平日8：30～17：30　※申し込み開始直後は、お電話が繋がりにくい場合があります。

まずはお電話にてお申し込みいただき、その後、受講申込書に必要事項を
ご記入の上、受講料を添えて窓口（本書・各支所）までお越しください。
受講申込書は、本所および各支所にてお受取りいただくか、当会ホーム
ページ（http://www.akisha.jp/）よりダウンロードしてご使用ください。

安芸高田市に住所を有する人・安芸高田市内に勤務する人

募集期間

社協だより 4
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(敬称略）
4月1日～6月30日

温かいご寄附を頂きありがとうございました。
頂いたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。
社会福祉協議会への寄附金は所得税法による寄附金控除を受けることができます。
ご寄附の情報は、寄附者ご本人の承諾を得たもののみを掲載しています。

広島県安芸高田市八千代町下根578

地域福祉会議の
吉田

美土里

今
回
は

取り組み紹介

吉田地域福祉会議

地域づくりや、つながりづくりを支援するため、郷野地区と可愛
地区で民生委員やサロン代表者との情報交換会を開催しました。

● 情報交換会を開催　

美土里地域福祉会議

買い物支援によりサロンや個人宅で
の移動スーパーの利用者が増加して
います。「みんなで集まって料理の話
をしながら買い物ができるから楽し
いよ。」など買い物支援が地域の集い
の場や見守りへとつながっています。

● 買い物支援がつなぐ地域の輪

委員がサロンに出向いて取材。写真撮影から記事作成、印刷まで
行ない、吉田町内の全戸に配布しました。7月には第2号を発行し、
今後もサロンで楽しく過ごされている様子や地域福祉会議の活動
を発信します。

● 「ふだんのくらしをしあわせに通信（ふくし通信）」
　発行（令和4年12月）

個人宅前に移動スーパーが到着すると、近所の人が集まってきます。買い物後には
皆さんでお茶を飲みながら日が暮れるまで話される日も。

市内全町に設置されている地域福祉
会議の取り組みを紹介します。

ふくし通信の掲載内容を検討

発行委員による編集会議の様子

社協だより 6



(敬称略）
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事前登録 災害ボランティア募集
災害に備え、事前にボランティア登録していただける方を募集しています。事前登録

していただくことで、災害時に登録者の条件に合う情報がメールで届くようになりま
す。被災者を支える体制づくりとして、皆さまのご協力をお願いいたします。

おしらせ
令和5年度

災害発生

メールで案内を送付

活動日時、場所などを予約登録

活動場所へ

二次元バーコードなどを活用して分散受付、分散待機

広島県災害支援

※登録後、災害支援に関する運営訓練等の案内やアンケート等をお送りする場合があります。

【令和5年度版】
災害ボランティア事前登録

（広島県）

広島県内に在住している個人
（高校生以上）
※広島県に隣接し、生活圏を同じくする
　県外在住者も含む

事前登録ボランティアは、年
度をまたいで自動更新されま
せん。一度登録された方で、今
年度の登録をされていない方
は、お手数ですが改めて令和
5年度の登録をお願いします。

毎年度
登録手続きが必要です

〈 募集開始時期 〉

 毎年度4月頃～

対
象

登
録
方
法

下記二次元バーコードから登録してください。

［お問い合わせ］

社会福祉協議会　地域福祉課　電話・お太助フォン 47-1131
広島県社会福祉協議会　電話 082-254-3506　　　vol@hiroshima-fukushi.net

事前登録された場合の活動の流れ

【　　　　　　】 社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会　〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）

● 電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　　● ホームページ http://www.akisha.jp/

発行・編集


